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新年度が始まりました。毎年、4月はこの医歯薬通信の名前の由来を説明しています。 

「SANS FRONTIÉRES」はフランス語。「Médecins Sans Frontières(国境なき医師団)」に因
ちな

んで付けられています。「国境なき医師団」はウクライナの紛争地帯でも活動しているので、報道で聞

いたことがあるかもしれません。 

「Sans Frontières」は「境界無しに」という意味で、医療人としての心構えを表しています。「境界」

は国境だけではなく、様々なところに存在しています。差別や偏見などは、心の境界がもとになっている

ことがあります。 

2023年度の医歯薬コース生は、3年生 32名、2年生 35名、1年生 27名の計 94名です。コ

ース生全員が、「境界無しに」他者を尊重し、協働して事に当たる姿勢を大切にしてほしいと考えます。 

医歯薬通信は、コース生の活動を紹介したり、コース生の役に立つ進学情報、学習アドバイスなど 

の情報提供を行います。 

                                                                            

 

 

 

2022年度の医歯薬コースの卒業生は36名。国公立大学に、防衛大や防衛看護を含めて延べ人

数で 40名合格しました。医療系学部には延べ 56名、医学部医学科には過年度生を含めて延べ 

3名、獣医学部 1名が合格しました。 

入学時から COVID-19 の影響を受け、我慢も多かった年代ですが、コ

ース生は辛抱強く努力を続け、自分の目標を達成しました。 

コース生の努力に敬意を表すとともに、今後のさらなる成長に期待します。 

 

 

 

 

【3年 1組 高橋 登志雄先生】 

やる気を持って入学してきた新入生。それを見て入学当時を振り返る上級生。 

「目の前の勉強に真剣に向き合いましょう。」きっと見えてくるものがあると思います。 

葵陵の先生達と一緒に、「初心」を忘れず、夢を実現していきましょう。 

 

【3年 2年 清田 拓也先生】 

言葉には強力な力があると思います。皆さんは「どうせ」「だって」「でも」などのネガティブなイメー

ジになりやすい言葉を使っていませんか？上手くいかないときほどポジティブな発言を心掛けてみてく

ださい。言葉が変われば結果も変わってくると思います。何事も明るくポジティブに頑張りましょう！ 

 

【2年 1組 佐藤 一晃先生】 

新年度になり、「気持ちを新たに頑張ろう」と思っている人も多いと思います。ビジネスに関していえ

ば、世の中の成功している人の多くは、苦手なものを苦手と受け入れて、長所をもっと伸ばすことに力

を注いでいると聞きます。みなさんも一度、自分の強みに目を向けてみましょう。 

 

【2年 2年 大久保 亜紀先生】 

『命』に最も密接に関わる仕事、医療。今、この医療を取り巻く環境はめまぐるしく変わっています。

多くの先輩たちがそのような中で自分の道を見つけ、医療の世界で活躍しています。どんなときも「や

るときはやる。」 たくさんのことを学び、多くの知識を身につけ、さまざまな体験をし、自分の夢を見つ

けてください。 

 

【1年 1組 早乙女 邦彦先生】 

「世のため、人のために貢献できる人となって卒業して欲しい」いつもそういう思いでいます。医歯

薬コースの多くの卒業生は医療関係者として活躍しています。皆さんも、社会に貢献できる人となるよ

う努力し、大きな夢をつかんでください。 
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 3月 10日と 17日に、医歯薬コース 1年生による研究発表会が開かれました。 

 10月に 2年生の発表を聞き、テーマや発表方法などを学んでことを活かして、自分たちの研究を

続けてきました。クラス内で練習を重ねていましたが、先輩や先生方の前で発表するのは、とても緊す

するものです。しかし、1年生は堂々と自分の調べたこと、考えたことを発表しました。 

 2年生はしっかりと発表を聞き、積極的に質問をしていました。時には先生方からも質問がありまし

たが、1年生は一生懸命答え、活発な発表会になりました。 

1年生は進級後も研究を続け、文化祭ではポスターセッション用の資料をまとめ、10月に後輩に

向けて最終発表会をする予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

医歯薬コース生は、１年次に全員、救急救命講習を受けます。3月 28日に 1組、29日に 2組

が受講しました。 

指導員の方に説明して頂きながら、胸骨圧迫や AEDの使用法について実習しました。 

中学校で実習体験がある生徒も多いのですが、とっさに行動するためには、動作を確認するのも良

い経験になります。 

胸骨圧迫などを何セットも行うのは、体力的にもかなりたいへんでした。命を守るのは、とてもた

いへんで、大切なことなのだと感じた実習でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1階ホールを囲むのは医歯薬コースの教室であり、ホールの一部は学習スペースになっています。

目標達成のために、ここで集中して学習を続ける先輩たちの姿に刺激を受けて、同じように学習に励

む後輩たちの姿は、良き伝統です。 

コース生だけでなく、学校の共用のスペースですので、常に他者に配慮しつつ利用してください。 

 

また、進学のための資料や、医療系や科学の図書も置いてあります。志望理由や面接対策には、 

ネットだけでなく、本から情報を得ることも大切。どんな本があるのか、どういう本が必要なのか、まず 

見て確かめ、手に取ってみてください。1年次から、少しずつ情報収集しておくことが大切です。 

ここにあるのは図書館の本ではありません。ほとんどが個人所有の本です。丁寧に扱ってください。 

 貸し出しを希望する場合は 1階職員室の須田先生まで申し出てください。 


